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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・洗口液の新規開発を検討している企業
・住民の口腔の健康を向上したいと考えている
地方自治体、学校や施設など

私たちは、洗口液のデンタルバイオフィルム
に対する制御効果を解析する技術を豊富に有し
ています。洗口液の新規開発から効果の検証ま
での一連の研究開発に共同で取り組むことがで
きます。
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洗口液は、プロフェッショナルケア（歯科医院でのクリーニン
グ）直後から使用を継続することで、デンタルバイオフィルムの
付着抑制効果と歯肉炎予防効果があることが高いエビデンスレベ
ルで示されています1,2)。また、歯科治療の前に洗口することで、
唾液中の口腔細菌の量を一時的に減らすことができるため、患者
さんや医療従事者の感染リスクを減らすことができます3)。さら
に、新型コロナウイルスに対しても、歯科治療開始前に洗口を行
うことで、一時的に唾液中のウイルス量を減少することがわかっ
ています。ゆすいで吐き出すだけの簡単な使用法である洗口液は、
誰でも使用可能です。ブラッシングができない環境でも手軽に行
えます。また、災害時にライフラインが遮断された際も感染予防
に有効です4)。諸外国では、オーラルケア製品への関心が高く、
成人の洗口液の使用率は52％（ドイツ）~68％（タイ王国）と
高いですが、日本の成人の使用率は39%に過ぎません。
私たちは、洗口液の啓発活動を行うことをゴールとして、デン

タルバイオフィルムに対する洗口液の浸透・殺菌効果や院内感染
予防効果等について、in vitro実験や臨床研究を重ね、継続的に英
語論文を発表1-3,5,6)するとともに、ガイドラインを作成7)しまし
た。さらに、歯科医療従事者を対象として、洗口液の意義につい
ての講演活動を行なっています。
近年は、デンタルバイオフィルムとの相利共生をコンセプトに、

常在細菌叢を変動させずに質的量的コントロールを行うための新
しいデンタルバイオフィルム制御材の開発を行なっています。
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